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合
衆
國
蓮
邦
裁
判
所
に
お
㌧、

て
適
用
す
べ
き
法李

良

一二三四

序
　
　
君

コ
邊
邦
に
關
す
る
問
題
」

賞
艦
法
と
手
…
績
法
の
匠
分

適
用
さ
れ
る
州
法

州
裁
判
所
の
「
連
邦
法
」

結
　
　
書

序

言

　
　
　
　
（
1
）

　
私
は
先
稿
に
お
い
て
、
ス
ゥ
ィ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ン
事
件
よ
り
、
エ
リ
ー
鐵
道
封
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
に
い
た
る
、
連
邦
裁
釧
所
に
お
い
て
適
用
す

べ
き
法
は
い
わ
ゆ
る
蓮
邦
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
あ
る
か
、
或
は
州
の
コ
モ
ン
・
・
ー
で
あ
る
か
と
い
つ
た
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
前
二
稿
と

も
私
の
カ
の
足
り
な
さ
か
ら
省
み
て
意
に
満
た
な
い
霜
も
少
な
く
な
い
。
そ
れ
ら
は
合
衆
國
に
お
け
る
こ
の
問
題
の
原
則
の
襲
展
の
紹
介
に
と
ど

ま
つ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
後
日
補
正
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
論
議
の
ま
と
に
な
つ
た
エ
リ
ー
鐵
道
會
肚
事
件
を
通
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
ノ

て
一
般
化
さ
れ
た
「
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
も
州
法
を
適
弔
す
る
」
と
い
う
原
則
リ
ノ
、
れ
以
後
の
解
繹
お
よ
び
嚢
展
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
　
　
令
・
衆
國
逡
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
ぺ
き
楼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
三
　
　
　
ハ
四
六
九
）



　
　
　
合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
ぺ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
四
　
　
　
（
四
七
〇
）

（
1
）
　
拙
稿
「
合
衆
國
連
邦
裁
判
所
に
お
け
る
州
法
ー
ス
イ
フ
ト
封
タ
イ
ソ
ソ
事
件
か
ら
エ
リ
ー
鐵
道
會
肚
封
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
ま
で
ー
」
法
學
研
究
第
二
八

　
巻
第
一
二
號
、
お
よ
び
「
蓮
邦
の
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
と
エ
リ
ー
鐵
道
會
肚
封
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
法
則
」
法
學
研
究
第
二
九
巻
一
二
丁
三
合
併
號
所
揚
。

（
2
）
　
ω
置
o
冨
昆
O
凶
冨
註
o
β
に
從
つ
て
数
え
る
と
、
エ
リ
ー
鐵
道
事
件
の
鋼
例
集
中
に
お
け
る
引
用
は
一
九
五
九
年
夏
ま
で
に
一
九
四
七
件
に
及
ん
で
い
る
。
も

　
つ
と
も
こ
の
中
に
同
一
剣
例
中
に
二
回
以
上
引
用
し
て
い
る
場
合
、
説
明
中
判
例
集
の
註
に
引
用
し
て
い
る
場
合
も
含
ん
で
い
る
が
、
同
一
剣
例
が
複
数
の
剣
例

　
集
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
際
は
一
つ
だ
け
を
数
え
た
。
事
件
そ
の
も
の
は
種
々
の
面
を
持
つ
て
い
る
か
ら
引
用
の
理
由
も
同
一
で
は
な
い
が
、
大
部
分
は
連
邦
裁
判

　
所
に
お
け
る
州
法
の
適
用
の
問
題
、
或
は
州
市
民
籍
を
異
に
す
る
當
事
者
間
の
訴
訟
の
警
轄
権
の
問
題
に
關
蓮
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
特
に
賛
・
否
、
多
歎
意
見
、

　
ヨ
　
少
数
意
見
を
見
る
と
、
前
者
の
場
合
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
は
充
分
に
注
目
に
債
い
す
る
。

　
　
な
お
法
律
機
關
誌
中
、
判
例
研
究
或
は
論
読
と
し
て
本
事
件
お
よ
び
本
事
件
と
關
連
し
て
取
扱
つ
て
い
る
も
の
は
少
な
く
と
も
二
八
○
を
戴
え
る
こ
と
ボ
出
來

　
る
（
首
¢
昌
8
β
ピ
麟
巽
ピ
曽
旨
昌
距
瀦
8
凶
雪
δ
β
国
旨
匡
o
窟
冒
ぴ
璽
　
に
從
つ
て
一
九
五
九
年
半
ば
ま
で
に
い
た
る
）
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
贅
料
を
見
る
こ
と

　
は
不
可
能
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
特
に
論
議
の
ま
と
と
な
り
、
ま
た
、
問
題
を
提
出
し
た
判
例
を
中
心
に
考
え
て
み
た
い
。

「
連
邦
に
關
す
る
問
題
」

　
前
稿
に
お
い
て
ば
主
と
し
て
、
州
市
民
籍
を
異
に
す
る
臼
奉
邑
昌
鑑
o
註
冨
諾
匡
b
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
た
ま
た
ま
連
邦
裁
到
所
に

提
起
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
州
法
の
適
用
を
同
避
し
よ
う
と
努
め
、
當
該
州
の
市
民
で
あ
る
當
事
者
に
不
嘗
な
不
利
盆
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

て
は
な
ら
な
い
と
い
つ
た
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
精
紳
を
支
え
て
い
る
一
蓮
の
判
例
を
一
九
四
九
年
の
ウ
ッ
ヅ
事
件
に
い
た
る
ま
で
た
ど
つ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

た
。
そ
う
し
て
同
年
の
コ
ー
エ
ン
事
件
に
お
い
て
は
裁
到
官
が
意
見
を
異
に
す
る
と
い
う
現
象
を
生
じ
て
い
る
こ
と
に
も
鰯
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
法
則
の
制
限
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
論
議
の
多
く
は
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
後
ほ
ぼ
十
年
を
経
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
の
間

蓮
邦
地
方
裁
劃
所
は
當
該
地
域
に
あ
る
州
裁
到
所
が
適
用
す
る
よ
う
に
實
饅
法
を
適
用
し
、
そ
の
中
に
は
法
の
抵
鰯
を
規
定
す
る
法
規
国
巨
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

o
㎞
0
9
臼
9
9
影
を
・
p
（
或
は
州
際
私
法
と
そ
も
い
う
こ
と
が
出
來
る
）
も
含
む
も
の
で
あ
る
と
い
う
、
一
九
四
一
年
の
ク
ラ
ク
ソ
ン
會
肚
鍬
ス
テ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

タ
ー
禽
冠
事
件
（
以
下
ク
ラ
ク
ソ
ソ
事
件
と
略
聡
）
の
法
則
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
一
九
四
二
年
に
ク
リ
ア
フ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
》

イ
ー
ル
ド
信
託
會
肚
封
合
衆
國
事
件
に
お
い
て
、
蓮
邦
地
方
裁
到
所
が
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
を
適
用
し
、
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
法
を
適
用
し

て
い
る
の
に
封
し
、
蓮
邦
控
訴
裁
剣
所
は
タ
イ
ソ
ソ
事
件
の
法
則
の
適
用
ぱ
な
い
と
到
断
し
、
最
高
裁
到
所
も
控
訴
裁
到
所
を
支
持
し
て
い
る
と

い
5
事
例
を
見
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
理
由
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
事
件
は
「
蓮
邦
に
關
す
る
問
題
」
協
a
o
轟
一
名
雷
－

窪

o
屋
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
つ
て
、
州
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
合
衆
國
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
て
い
る
槽
利
や
義
務
を
不
安
定
な
も
の

に
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
事
件
そ
の
も
の
を
見
る
と
果
し
て
「
蓮
邦
に
關
す
る
問
題
」
が
直
接
の
關

心
事
で
あ
る
の
か
と
い
う
勲
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
納
得
し
え
な
い
、
す
な
わ
ち
そ
れ
は
か
な
り
間
接
的
な
も
の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
は
わ
ず
か
二
四
ド
ル
ニ
○
セ
ソ
ト
と
い
う
少
額
の
、
合
衆
國
大
藏
省
よ
り
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
あ
る
連
邦
銀
行
を
経
て
振
り

出
さ
れ
た
小
切
手
を
め
ぐ
る
文
書
爲
進
に
は
じ
ま
る
事
件
で
あ
り
、
こ
の
小
切
手
が
名
宛
人
以
外
の
者
に
よ
つ
て
デ
．
パ
ー
ト
に
お
い
て
支
梯
わ
れ

た
後
に
、
同
じ
く
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
の
ク
リ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
銀
行
に
預
金
さ
れ
た
後
に
、
小
切
手
が
第
三
者
に
よ
つ
て
使
屠
さ
れ
た

こ
と
が
到
明
し
た
。
合
衆
國
は
信
託
銀
行
に
野
し
て
沸
い
も
ど
し
の
講
求
を
し
て
い
る
。
地
方
裁
判
所
は
合
衆
國
の
信
託
銀
行
に
封
す
る
通
知
が

不
當
に
遅
れ
、
當
事
者
間
の
櫨
利
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ァ
州
法
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
法
則
の
適
用

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
）

　
同
様
に
「
蓮
邦
に
關
す
る
問
題
」
を
含
ん
だ
主
要
な
到
例
と
し
て
一
九
四
八
年
の
フ
ラ
ン
シ
ス
封
南
太
準
洋
鐵
道
會
赴
事
件
が
見
ら
れ
る
。
同

事
件
は
州
市
民
槽
を
異
に
す
る
と
い
つ
た
理
由
で
ユ
タ
に
在
る
蓮
邦
裁
到
所
に
提
起
さ
れ
た
、
不
法
行
爲
に
關
す
る
事
件
で
あ
り
、
こ
の
黙
に
お
い

て
は
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
と
極
め
て
類
似
し
て
い
惹
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
事
件
に
お
い
で
は
、
連
邦
法
で
あ
る
ヘ
ッ
プ
パ
ー
ン
法
　
国
o
客
β
還

卜
含
或
は
一
九
四
〇
年
の
蓮
楡
法
肖
峯
屋
唱
9
富
註
9
餌
9
の
範
園
内
に
薦
す
る
鐵
道
從
業
員
の
無
賃
パ
ス
の
使
用
演
か
ら
ん
で
い
る
。
軍

な
る
不
法
行
爲
法
上
の
間
題
と
考
え
れ
ば
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
法
則
に
よ
つ
て
間
題
な
く
ユ
タ
州
法
を
適
用
し
、
原
告
が
損
害
賠
償
を
う
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
蓮
邦
裁
到
所
は
パ
ス
そ
の
も
の
、
從
つ
て
原
告
が
乗
車
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
そ
の
も
の
が
蓮
邦
法
の
下
に
あ
る
「
蓮
邦

　
　
　
　
合
衆
國
速
弗
裁
剣
所
に
お
い
て
適
尉
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
五
　
　
　
（
四
七
一
）



　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
蓮
罵
す
ぺ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
五
六
　
　
　
（
四
七
二
）

に
關
す
る
問
題
」
で
あ
り
、
合
衆
國
憲
法
第
六
條
第
二
項
の
「
最
高
法
規
條
項
」
の
昌
お
琶
器
矯
O
置
島
o
に
よ
つ
て
州
法
の
上
に
あ
る
も
の
と

考
え
て
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
法
則
の
適
用
を
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
合
衆
國
最
高
裁
到
所
に
お
い
て
三

人
の
到
事
か
ら
成
る
少
数
意
見
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
少
藪
意
見
に
よ
る
と
、
多
数
鍔
事
の
準
擦
し
た
主
要
な
到
例
は
一
九
〇
四
年
の
北
太
李
洋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
》

鐵
道
會
融
封
ア
ダ
ム
ズ
事
件
で
あ
り
、
一
九
三
八
年
に
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
が
表
わ
れ
、
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
州
法
に
關
し
て
一
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
揺
》

の
原
則
を
示
し
て
い
る
以
上
、
そ
の
原
則
に
反
す
る
一
九
三
八
年
以
前
の
到
例
に
準
擦
す
る
こ
と
は
危
瞼
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
蓮
邦
に
關
す
る
問
題
を
理
由
と
す
る
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
法
則
に
封
す
る
制
限
は
「
蓮
邦
に
關
す
る
間
題
」
を
ど
こ
ま
で
捜
張
し
、

或
は
縮
小
し
て
解
繹
し
て
行
く
か
に
よ
つ
て
、
か
な
り
異
な
つ
た
結
果
に
な
る
こ
と
は
想
像
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、
州
際
通
商
に
お
い
て
、
蓮
邦

破
嚢
に
お
麺
轟
鐵
募
働
藻
を
通
し
て
・
そ
の
解
罷
お
い
て
は
・
か
な
農
雷
に
諜
の
震
脂
す
る
契
約
或
祭
蓉
爲

の
コ
モ
ソ
・
ロ
；
を
適
用
す
る
間
題
を
避
け
て
通
る
と
い
つ
た
結
果
に
な
る
の
で
あ
り
、
か
つ
て
州
際
通
商
探
項
の
損
張
解
繹
に
よ
つ
て
か
な
り

廣
く
、
蓮
邦
の
槽
限
と
い
う
こ
と
に
籍
日
し
て
、
實
質
的
に
は
州
に
属
す
る
事
項
に
蓮
邦
法
の
影
響
を
及
し
て
行
く
と
同
じ
こ
と
も
豫
想
し
う
る

　
　
　
（
15
）

の
で
あ
る
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

国
且
o
盟
●
O
O
．
く
．
♂
】
B
b
騨
冨
（
一
〇
ω
oo
）
o
o
O
劇
岳
⑦
衷
o
o
鱒
ピ
国
鳥
昌
o
o
o
o
一
一
に
掛
■
国
霊
oo
5
㎝
oo
の
O
静
oo
鴇
。

ミ
OQ駐く

●
一
昌
酔
O
噌
駿
言
酔
o
閑
Φ
里
ぞ
《
δ
●
（
一
〇
お
）
o
o
o
ゆ
蝿
d
ロo
㎝
ω
伊
㊤
鱒
ピ
国
幽
一
㎝
隠
．

O
O
『
O
目
く
。
田
O
”
O
訪
欝
一
一
昌
“
β
警
量
一
■
ゑ
劉
け
Ω
Q
具
〕
Q
話
鶴
O
昌
（
お
お
）
器
唖
q
ω
㎝
占
噸
3
ピ
田
鱈
一
認
O
o
，

拙
稿
、
法
學
研
究
第
二
九
巻
一
・
二
・
三
合
併
號
四
一
九
頁
。

圏
ロ
図
O
昌
O
O
・
ぐ
ゆ
m
醇
O
昌
鯨
O
月
国
一
〇
魯
ユ
O
冒
協
碕
・
6
9
（
旨
葺
）
Oo
お
q
の
ぴ
Oo
O
O
｝
o
o
㎝
■
国
画
器
刈
●

Q
『
m
鮎
⑦
髭
ぎ
O
帥
O
O
．
O
酔
巴
。
く
●
q
●
oo
●
（
お
戯
N
）
曽
o
o
q
の
oo
①
⑳
・

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
小
切
手
そ
の
も
の
は
連
邦
の
機
關
を
通
し
て
彿
い
出
さ
れ
て
は
い
る
が
、
彿
い
出
し
さ
れ
た
土
地
、

受
取
り
地
、
ま
た
、
想
像
さ
れ

る
丈
書
欝
造
の
行
わ
れ
た
土
地
は
す
べ
て
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ラ
一
ア
州
の
中
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
管
轄
権
に
つ
い
て
は
「
州
市
民
籍
を
異
に
す
る
」
と
い
う
理
由

よ
り
も
「
連
邦
に
關
す
る
問
題
」
に
も
と
づ
い
て
蓮
邦
裁
剣
所
に
提
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



（
1
0
）
穿
彗
o
貯
9
包
・
く
・
ω
0
9
冨
讐
男
曽
旨
o
犀
．
Q
9
（
一
漣
o
・
）
o
。
器
d
o
腫
蝕
㎝
●

（
1
1
）
　
客
o
暴
智
o
琶
男
薗
o
S
o
O
9
～
委
番
唐
o
（
お
9
）
一
㊤
詠
o
q
Oo
農
幹
　
本
事
件
で
は
パ
ス
が
無
料
で
あ
る
と
い
う
の
は
そ
れ
を
利
用
す
る
利
盆
が
會
潭
の
恩

　
憲
に
も
と
づ
い
て
い
る
以
上
は
會
肚
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
な
い
か
・
と
い
つ
た
態
度
を
と
つ
て
い
る
。

（
珍
）
　
同
様
の
鐵
道
事
故
で
、
州
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
州
境
を
越
え
て
走
る
汽
車
に
適
用
さ
れ
る
法
i
こ
の
種
の
汽
車
に
は
「
州
際
通
商
」
が
問
題
に
な
る

　
ー
に
つ
い
て
、
州
裁
判
所
は
過
失
の
認
定
に
つ
い
て
蓮
邦
の
剣
例
に
從
つ
て
い
る
。
U
Q
嘗
O
ξ
く
・
警
露
酔
冒
R
β
財
ゆ
o
諦
O
O
O
・
9
毘
・
O
腔
O
酔
O
恥
Q
巴

　
（
一
頓
劇
一
）
一
一
〇〇
男
思
“
⑦
㎝
。

（
1
3
）
＜
即
儲
ε
昌
国
露
島
o
崔
o
謎
国
菖
o
o
寓
8
Q
Q
β
邑
詳
o
o
ぐ
●
Ω
嚇
8
昌
（
諾
“
①
）
G。
諺
q
9
ホ
。

（
勲
）
　
Q
即
犀
凶
自
壁
く
・
頴
覧
β
（
嶺
密
）
謡
oo
O
昌
8
q
一
ピ
国
鳥
（
豊
）
一
8
“
●

（
1
5
）
　
Q
9
5
蔑
9
0
臨
卜
p
笥
切
は
我
國
に
お
い
て
は
、
國
際
私
法
と
課
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
合
衆
國
に
お
い
て
は
國
際
間
と
い
う
よ
り
・
州
際
間
に
お
け
る
法

　
の
抵
鯛
こ
そ
問
題
に
な
る
の
で
あ
り
、
或
は
連
邦
と
州
間
の
法
の
抵
鰯
が
本
稿
の
主
た
る
問
題
で
あ
り
・
は
な
は
だ
未
熟
な
言
葉
で
あ
る
が
・
便
宜
上
「
州
際
私

法
」
ー
蓮
邦
と
州
も
含
む
が
ー
と
ぢ
た
課
語
を
使
用
し
て
み
る
こ
圭
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
實
瞠
法
と
手
績
法
の
鼠
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
一
九
四
一
年
の
ク
ラ
ク
ソ
ン
事
件
は
、
エ
リ
ー
事
件
の
法
則
に
從
つ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
の
事
件
で
は
「
た
ま
た
ま
州
市
民
籍
が
相

違
す
る
と
い
う
だ
け
の
理
由
で
、
す
ぐ
そ
ば
に
同
じ
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
州
裁
到
所
と
蓮
邦
裁
到
所
が
異
な
つ
た
到
決
に
い
た
る
と
い
う
の

で
は
、
李
等
な
司
法
の
蓮
螢
を
訣
く
こ
と
に
な
る
。
」
の
で
、
蓮
邦
の
地
方
裁
到
所
も
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
州
の
裁
到
所
と
同
じ
よ
う
に
行
動

す
べ
き
で
あ
り
、
從
つ
て
州
裁
到
所
が
、
そ
の
州
の
「
州
際
私
法
」
規
定
に
拘
束
さ
れ
る
と
同
じ
く
、
　
「
州
際
私
法
」
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
反
致
器
暑
9
の
間
題
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
と
、
既
に
エ
リ
ー
事
件
お
よ
び
蓮
邦
裁
到
所
民
事
訴
訟

規
則
の
制
定
を
通
し
て
理
解
さ
れ
て
來
た
こ
と
、
お
よ
び
、
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
の
傳
統
的
な
原
則
と
が
相
ま
つ
て
蓮
邦
裁
到
所
で
は
從
來
重
要
な
問

題
と
な
つ
て
い
な
か
つ
た
、
實
髄
法
と
手
絞
法
の
匿
分
の
間
題
、
或
は
そ
の
性
質
決
定
の
問
題
が
提
出
さ
れ
る
に
い
た
つ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

　
　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
七
　
　
　
（
四
七
三
）



　
　
　
合
衆
國
蓬
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
遙
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
八
　
　
　
（
四
七
四
）

ち
當
該
事
件
に
つ
い
て
正
當
な
管
轄
権
を
え
た
裁
剣
所
は
自
ら
の
手
綾
に
も
と
づ
い
て
、
必
要
に
慮
じ
て
、
他
の
實
燈
法
を
適
用
す
る
以
上
、
何

を
手
績
法
と
し
、
何
を
實
饅
法
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
エ
リ
ー
事
件
に
お
い
て
雫
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
も
形
式
的
に
は
、
ペ
ン
シ

ル
ヴ
ェ
昌
ア
州
法
と
蓮
邦
法
の
適
用
の
問
題
で
あ
る
が
、
一
方
に
お
い
て
は
、
鐵
道
會
杜
の
主
張
す
る
不
法
侵
害
者
に
封
す
る
義
務
、
更
に
そ
れ

と
か
ら
ま
つ
た
寄
與
過
失
8
旨
ユ
び
暮
o
還
器
笹
一
篶
器
o
の
間
題
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
寄
與
過
失
の
原
理
そ
の
も
の
が
手
績

で
あ
る
か
實
饅
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
黙
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
既
に
こ
の
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
》

素
地
は
あ
つ
た
と
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
寄
與
過
失
に
つ
い
て
は
パ
ル
マ
ー
封
ホ
フ
マ
ソ
事
件
（
一
九
四
三
年
）
學
誰
責
任
び
属
昆
聲
9
冒
8
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珀
）

に
つ
い
て
ば
シ
ィ
テ
ィ
・
サ
ー
ビ
ス
石
油
會
肚
封
ダ
ソ
ロ
ッ
プ
事
件
（
一
九
三
九
年
）
に
お
い
て
、
翫
に
蓮
邦
裁
到
所
は
州
法
に
從
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
、
一
般
的
に
こ
の
間
題
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ニ
ュ
！
・
ヨ
ー
ク
・
ギ
ャ
ラ
ソ
テ
ィ
・
ト
ラ
ス
ト
會
肚
謝
ヨ
ー
ク
事
件
（
一

　
　
翁
ゾ

九
四
五
年
）
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
事
件
に
お
い
て
は
、
州
出
訴
期
限
法
砿
盆
言
富
9
財
巨
富
議
8
を
適
用
す
べ
き
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
主
要
な
間
題
と
な
つ
て
い
る
。

第
一
審
で
あ
る
蓮
邦
地
方
裁
到
所
は
被
告
勝
訴
、
第
二
審
で
あ
る
控
訴
裁
到
所
は
原
審
の
被
省
を
敗
訴
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
最
高
裁
到
所
は

こ
の
控
訴
審
の
釧
決
を
更
に
く
つ
が
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
こ
の
到
決
は
二
名
の
裁
到
官
が
加
ら
ず
、
三
名
の
裁
到
官
が
少
数
意

見
の
側
に
立
つ
て
い
る
。
い
わ
ば
四
封
三
の
剣
決
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
拘
束
性
あ
る
到
例
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
元
來
、
出
訴
期
限
法

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
訴
権
の
消
滅
と
見
る
實
饅
的
な
も
の
と
考
え
る
か
、
或
は
、
訴
穫
な
い
し
は
他
の
實
髄
的
な
椹
利
は
存
在
す
る
が
、
そ
の

救
濟
を
受
け
る
方
法
が
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
と
い
う
手
績
的
な
も
の
と
老
え
る
か
と
い
う
か
な
り
厄
介
な
性
質
決
定
の
間
題
を
提
供
す
る
で
あ

ろ
う
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
到
事
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
多
数
意
見
は
、
こ
の
事
件
を
破
棄
・
差
戻
と
い
う
結
果
に
い
た
つ
て
い
る
が
、
結
論

と
し
て
は
實
髄
法
で
あ
る
と
か
手
続
法
で
あ
る
と
か
い
つ
た
議
論
は
こ
の
事
案
に
つ
い
て
直
接
に
は
重
要
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
エ
リ
ー
事

件
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
政
策
、
す
な
わ
ち
、
州
市
民
籍
の
相
違
を
理
由
と
し
て
異
な
つ
た
裁
剣
所
に
同
『
事
件
を
提
出
し
た
際
に
、
異
な
つ



た
結
果
を
見
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
州
裁
到
所
の
解
す
る
と
こ
ろ
に
從
5
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
出
訴
期
限
が
椹
刹
の
實
槻

に
密
接
に
關
蓮
し
て
い
る
場
合
に
は
實
髄
的
な
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
そ
の
も
の
か
ら
出
訴
期
限
そ
の
も
の
に

つ
い
て
の
明
瞭
な
テ
ス
ト
を
え
ら
れ
る
と
言
つ
た
も
の
で
な
く
、
問
題
は
む
し
ろ
、
エ
リ
ー
事
件
に
示
さ
れ
た
基
本
的
精
紳
の
確
認
と
い
つ
た
と

こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
た
と
え
エ
リ
1
事
件
の
「
精
紳
」
に
從
つ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
た
と
え
實
燈
法
と
手
績
法
に
つ
い
て
の
性
質
決
定
が
明
自
に
さ
れ
た
と
し
て

も
、
一
つ
の
事
件
に
つ
い
て
、
併
合
し
た
管
轄
穫
を
持
つ
た
裁
鋼
所
が
あ
る
以
上
は
、
實
質
的
に
同
じ
結
果
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
完
全
な
形
で

は
保
護
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
夫
々
が
凋
立
し
た
手
績
を
持
つ
て
い
る
以
上
は
、
異
な
つ
た
結
果
に
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
試
に
同
一
事

件
が
異
な
つ
た
裁
鋼
官
と
陪
審
一
異
な
つ
た
謹
擦
法
則
の
下
に
審
理
さ
れ
た
場
合
を
考
え
て
み
れ
ば
良
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
出
來
上
つ
て
來
る

も
の
に
つ
い
て
の
實
質
的
な
同
一
性
は
残
さ
れ
た
間
題
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
鳩
）
　
国
置
因
O
講
Q
9
～
O麿
富
昌
ε
裡
国
8
0
㌶
♂
国
一
㊧
0
9
（
お
毒
）
前
出
。
本
件
は
ニ
ュ
：
・
ヨ
ー
ク
の
法
人
と
デ
ラ
ウ
ニ
ア
の
法
人
の
箏
い
で
、
デ
ラ
ウ
ニ

　
　
ア
の
蓮
邦
裁
剣
所
に
提
起
さ
れ
た
。
同
地
方
裁
剣
所
は
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
法
を
適
用
、
蓮
邦
控
訴
裁
剣
所
は
こ
れ
を
承
認
し
て
い
る
。
蓮
邦
最
高
裁
判
所
は
デ
ラ

　
　
ウ
呂
ア
州
に
在
る
連
邦
裁
判
所
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
裁
判
所
が
行
う
と
同
じ
裁
剣
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
法
の
選
繹
の
問
題
に
つ
い
て
デ
ラ
ウ
‘
ア
州
に
な
ん
ら

　
　
か
の
原
則
が
あ
る
以
上
、
蓮
邦
裁
判
所
が
勝
手
に
選
繹
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
破
棄
・
差
戻
を
し
て
い
る
。

　
（
∬
）
　
勺
9
日
霞
く
●
国
o
題
営
帥
昌
（
一
〇
＆
）
o
o
一
〇
〇
q
誓
8
暢
一
嵩
．

　
（
B
）
　
臼
識
露
m
o
冒
一
8
0
律
Q
9
〈
．
O
G
艮
8
（
一
〇
〇。
り
）
o
o
O
o
o
q
o

塵
鱒
0
9

　
（
1
9
）
　
O
ロ
田
層
昌
O
矯
ぎ
o
o
O
Q
g
O
h
乞
O
｛
団
O
月
犀
～
属
O
月
犀
（
ぢ
a
）
器
⑦
q
の
8
・
フ
ラ
ソ
ク
フ
ァ
尾
タ
監
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
出
訴
期

　
　
限
法
に
よ
つ
て
州
裁
剣
所
に
訴
を
提
起
出
來
な
く
な
つ
て
い
る
の
に
、
市
民
籍
を
異
に
す
る
と
い
う
理
由
で
蓮
邦
裁
判
所
に
は
提
起
出
來
る
と
い
う
こ
と
が
許
さ

　
　
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
鮎
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
本
來
の
権
利
か
州
法
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
遽
邦
裁
判
所
が
介
入
す
る
必
要
は
な
い
の
で

　
　
な
い
か
と
い
う
見
解
に
な
つ
て
來
る
。

合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
肝
に
お
い
て
遙
用
す
べ
き
法

三
笠
九

（
四
七
五
）



合
衆
國
連
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
ぎ
法

三
六
〇

（
四
七
六
）

三
　
適
用
さ
れ
る
州
法

適
用
さ
る
べ
き
州
法
に
つ
い
て
は
、
臨
に
述
べ
た
間
題
と
共
に
、
何
を
判
例
法
と
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
も
關
蓮
し
て
來
る
。
本
項
に
お
い

て
は
こ
の
間
題
と
凱
に
學
げ
て
來
た
事
柄
と
に
つ
い
て
の
蓮
邦
裁
到
所
に
お
け
る
主
要
な
論
議
に
燭
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰
）

　
何
を
州
到
例
法
と
見
傲
す
か
に
つ
い
て
、
一
九
四
八
年
に
キ
ソ
グ
封
ア
メ
リ
ヵ
族
行
者
會
事
件
（
以
下
キ
ソ
グ
事
件
と
略
総
）
が
見
ら
れ
る
。
こ

の
事
件
に
お
い
て
爾
當
事
者
は
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
法
が
適
用
さ
れ
る
鮎
に
つ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
、
し
か
し
な
が
ら
ノ
ー
ス
・

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
に
お
い
て
は
、
同
種
の
事
件
に
つ
い
て
は
た
だ
一
つ
の
到
例
、
そ
れ
も
無
記
録
の
事
實
審
裁
到
所
の
到
例
が
見
ら
れ
る
だ
け
で

あ
つ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
蓮
邦
最
高
裁
鋼
所
の
見
解
に
よ
る
と
、
到
例
法
と
し
て
の
拘
束
力
は
そ
の
州
に
お
け
る
先
例
と
し
て
の
債
値
か
ら
決

定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
そ
の
債
値
の
少
な
い
到
例
に
準
櫨
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
下
級
裁
到
所
の
到
例

に
つ
い
て
拘
束
力
を
認
め
え
な
い
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ァ
ソ
デ
ソ
パ
ー
ク
封
オ
ウ
エ
ン
ス
・
イ
リ
ノ
イ
・
ガ
ラ
ス
會
証

（
瓢
）

事
件
（
一
九
四
一
年
）
に
お
い
て
は
、
州
最
高
裁
到
所
の
劉
例
は
法
と
し
て
の
債
値
を
認
め
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
蓮
邦
裁
到
所
に
よ
つ
て
は
州
法

は
如
何
に
あ
る
ぺ
き
か
と
い
う
議
論
を
し
う
る
も
の
で
な
く
、
何
が
州
法
で
あ
る
か
を
認
め
る
だ
け
で
あ
り
、
蓮
邦
と
州
の
間
に
お
け
る
州
法
の

解
繹
に
調
和
が
と
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
裁
到
所
は
何
が
州
法
で
あ
る
か
を
見
出
す
た
め
に
最
善
の
努
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

を
沸
う
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
も
し
州
法
上
確
立
し
た
原
則
が
見
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
ル
サ
ー
封
メ
イ
プ
ル
事
件
（
一
九

五
八
年
）
か
ら
解
さ
れ
る
よ
5
に
、
も
し
同
じ
地
域
す
な
わ
ち
州
の
中
に
あ
る
蓮
邦
裁
鋼
所
に
お
い
て
定
つ
て
い
る
到
決
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に

準
擦
す
る
こ
と
は
詐
さ
れ
る
し
、
又
、
蓮
邦
裁
剣
所
が
州
法
を
豫
想
し
、
そ
の
州
の
最
高
裁
剣
所
が
將
來
到
決
す
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
豫
言
を

す
る
こ
と
は
禁
ぜ
ら
れ
て
い
な
い
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
の
法
則
を
離
れ
て
、
タ
イ
ソ
ン
事
件
に
い
う
連
邦
の
コ
モ
ン
・
ロ
；
の
適
用
に
も
ど
つ
た
も
の
で



は
な
い
。
す
な
わ
ち
蓮
邦
裁
到
所
は
、
州
に
お
け
る
裁
到
所
の
秩
序
の
一
部
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
く
る
こ
と
と
な
り
、
あ
た
か

も
州
裁
鋼
所
の
｝
つ
と
し
て
到
決
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
こ
の
こ
と
が
逆
に
蓮
邦
裁
到
所
の
到
事
に
一
つ
の
誤
解
を
生
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
》

來
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
、
す
な
わ
ち
、
一
九
五
二
年
の
シ
カ
ゴ
國
立
銀
行
封
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
ア
・
ラ
イ
ン
事
件
（
以
下
、
エ
ア
．
ラ
ィ
ソ
事
件

と
略
稻
）
は
最
高
裁
到
所
に
お
い
て
五
封
四
の
到
決
を
え
て
い
る
間
題
の
あ
る
事
件
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
考
え
る
べ
き
興
味
あ
る
問
題
を
提
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
所
在
の
蓮
邦
地
方
裁
到
所
に
係
属
し
た
事
件
で
あ
り
、
原
告
銀
行
は
ユ
タ
州
に
お
い
て
飛
行
機
事
故
の
た
め
に
死

亡
し
た
者
の
遺
産
執
行
者
と
し
て
訴
を
提
起
し
て
い
る
。
被
告
も
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
業
務
を
螢
ん
で
い
る
以
上
、
イ
リ
ノ
イ
州
に
あ
る
蓮
邦

裁
釧
所
に
つ
い
て
管
轄
上
の
間
題
は
な
い
、
け
れ
ど
も
イ
リ
ノ
イ
州
に
あ
る
蓮
邦
地
方
裁
鋼
所
は
訴
を
却
下
し
、
蓮
邦
控
訴
裁
到
所
も
そ
の
立
場

を
支
持
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
イ
リ
ノ
イ
州
の
「
不
法
行
爲
に
よ
つ
て
生
じ
た
死
に
關
す
る
法
律
」
薄
9
鳴
巨
画
8
昏
oo
酔
暮
、

僧富

の
適
用
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
イ
リ
ノ
ィ
州
に
お
い
て
は
「
州
外
に
お
い
て
生
じ
た
不
法
行
爲
上
の
死
に
つ
い
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

を
提
起
す
る
こ
と
臆
許
さ
れ
な
い
。
」
原
則
で
あ
る
。
從
つ
て
在
イ
リ
ノ
イ
連
邦
裁
到
所
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
裁
到
所
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
こ
の
訴
を
却
下
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
コ
モ
ン
・
ロ
i
上
の
傳
統
的
な
原
則
で
あ
る
、
不
法
行
爲
に
つ
い
て
適
用
す
べ

き
法
、
す
な
わ
ち
實
饅
法
は
訴
訟
原
因
の
生
じ
た
土
地
、
す
な
わ
ち
、
ユ
タ
州
法
で
あ
り
、
手
績
法
は
裁
到
地
の
手
綾
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
こ
の
事
件
の
裁
到
地
は
イ
リ
ノ
イ
州
裁
到
所
で
な
く
て
、
在
イ
リ
ノ
イ
蓮
邦
裁
鋼
所
で
あ
り
、
こ
の
爾
者
は
夫
々
猫
立
し
た
手
績

を
持
つ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
條
文
を
イ
リ
ノ
イ
州
の
手
績
法
と
解
す
る
な
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
で
な
い
、
ま
た
、
こ
の
條
文
を

實
儀
法
と
解
す
る
な
ら
ば
、
訴
訟
原
因
の
襲
生
地
で
あ
る
ユ
タ
州
の
實
饅
法
が
登
場
し
て
來
る
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
ろ
こ
の
事
件
に
つ
い
て

イ
リ
ノ
イ
州
法
の
適
用
は
か
な
り
縁
遠
い
も
の
と
な
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
問
題
を
生
じ
た
の
は
、
そ
の
前
年
に
ヒ
ュ
；
ズ
勤
フ
ェ
タ

　
　
（
％
）

ー
事
件
（
以
下
ヒ
ュ
ー
ズ
事
件
と
略
稀
）
が
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
歌
況
の
下
に
事
件
が
州
裁
到
所
を
経
て
、
蓮
邦
の
最
高
裁
到
所
に
上
告
さ
れ
た
こ

　
　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剰
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
一
　
　
　
（
四
七
七
）



　
　
　
脅
衆
國
蓮
邦
裁
到
所
に
お
い
て
適
罵
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
二
　
　
　
（
四
七
八
）

と
を
無
規
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
事
件
は
死
亡
を
伴
う
不
法
行
爲
犀
っ
い
て
、
ウ
ィ
ス
コ
ソ
シ
ソ
州
で
は
そ
の
原
因
が
同
州
内
で
襲
生
し
て
い
な
い
か
ぎ
り
訴
を
認
め
る
こ

と
は
出
來
な
い
と
い
う
理
由
で
、
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
襲
生
し
た
訴
訟
原
因
で
あ
る
か
ら
と
訴
の
却
下
を
し
て
い
る
事
件
で
あ
る
。
原
告
は
ウ

ィ
ス
コ
ソ
シ
ソ
の
法
律
は
「
充
分
な
信
頼
と
信
用
に
關
す
る
條
項
」
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
雫
い
、
最
高
裁
鋼
所
は
原
到
決
を
破
棄
し
差
戻
し

て
い
る
。
も
つ
と
も
こ
の
事
件
は
い
わ
ゆ
る
七
封
二
の
到
決
で
あ
り
、
そ
の
先
例
と
し
て
の
贋
値
は
薄
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
少

数
意
見
ば
こ
う
し
た
問
題
は
「
州
の
政
策
」
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。

　
州
の
政
策
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
前
項
に
ふ
れ
た
實
燈
法
と
手
績
法
の
性
質
決
定
の
問
題
も
州
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
）

る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
九
五
三
年
の
ウ
ェ
ル
ズ
封
サ
イ
モ
ソ
ズ
・
ア
ブ
レ
エ
シ
ィ
ヴ
會
肚
事
件
（
以
下
ウ
ェ
ル
ズ
事
件
と
略
総
）

は
三
人
の
反
封
意
見
を
含
む
最
高
裁
到
所
の
到
決
で
あ
る
、
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
在
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
蓮
邦
裁
鋼
所
は
、
た
と
え
ア
ラ
バ
マ

州
に
お
け
る
、
本
件
に
關
蓮
し
た
出
訴
期
限
法
が
「
作
り
つ
け
」
、
す
な
わ
ち
實
饅
的
権
利
義
務
保
障
と
密
接
な
關
蓮
を
持
つ
て
い
る
に
し
て
も
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
の
出
訴
期
限
法
に
從
つ
た
か
ら
と
い
つ
て
「
充
分
な
信
用
と
信
頼
に
關
す
る
條
項
」
を
侵
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
見
解

を
と
つ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
出
訴
期
限
法
そ
の
も
の
が
手
績
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
實
艘
的
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
先
述
の
議
論
と
併
せ

て
考
え
る
な
ら
ぱ
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
ア
・
ラ
イ
ン
事
件
と
同
様
の
歌
況
を
想
定
し
う
る
の
で
あ
り
、
一
方
は
州
の
す
く
な
く
と
も
手
績
法
に

か
た
よ
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
法
を
蓮
邦
裁
到
所
で
排
斥
し
、
一
方
は
同
じ
く
手
績
法
に
か
た
よ
つ
た
法
を
容
認
し
て
い
る
と
一
般
化
し
て
し
ま
え

る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
性
質
決
定
に
正
面
か
ら
取
り
組
ま
ず
、
州
の
政
策
と
い
う
多
少
あ
い
ま
い
な
黙
に
基
準
を
求
め
て
い
る
黙
に
も
残
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
（
留
）

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
（
⑳
）
　
国
凝
～
O
剛
議
O
目
O
h
q
琶
貯
o
傷
Q
9
β
目
o
吋
a
毘
冒
ぐ
〇
一
〇
富
o
賄
卜
甘
Φ
識
o
餌
（
一
宝
oo
）
器
o

o
q
o

o
嶺
oo
・

　
（
21
）
　
＜
即
づ
轟
O
昌
ご
胆
月
昇
～
O
ミ
O
β
U
山
に
凶
昌
O
拡
O
一
毯
Q
9
β
謹
一
）
QD
一
一
d
砿
㎝
Q
ゆ
c

o
・
　
事
管
ハ
寒
一
裁
判
所
に
お
い
て
オ
ハ
イ
オ
州
法
に
も
と
づ
く
訴
訟
原
因
な
し
と



　
し
て
訴
を
却
下
し
て
い
る
が
、
蓮
邦
最
商
裁
鋼
所
は
箪
狸
鋼
事
裁
剣
所
三
亀
冥
一
目
及
び
控
訴
裁
判
所
の
見
解
は
州
法
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
破
棄

　
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
フ
ィ
デ
リ
テ
ィ
・
ユ
昌
オ
ン
信
託
會
杜
封
フ
ィ
！
ル
ド
事
件
国
嵩
Q
詳
気
q
鼠
O
昌
ぎ
9
Q
9
く
・
国
一
巴
島
（
お
お
）
ω
質
q
ω
5
幹
に

　
お
い
て
ニ
ユ
ー
・
ジ
ャ
ー
ジ
イ
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
裁
判
所
O
げ
即
昌
O
O
昌
Q
Q
9
同
け
は
、
最
高
裁
鋼
所
と
は
い
え
な
い
け
れ
ど
、
他
に
法
と
な
る
べ
き
も
の
が
見
ら
れ

　
な
い
以
上
は
そ
の
判
決
に
從
う
べ
ぎ
も
の
と
解
し
て
い
る
。
ウ
ッ
ヅ
事
件
に
お
い
て
は
、
蓮
邦
の
事
實
審
裁
剣
所
は
、
何
が
州
法
で
あ
る
か
を
見
出
す
た
め
に
最

善
の
努
力
を
な
す
べ
き
で
あ
る
と
言
つ
て
い
る
。

（
兇
）
　
■
5
び
窪
ぐ
●
旨
曽
営
O
（
お
器
）
誤
O
因
鵠
O
一
㊥
こ
の
事
件
は
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
は
な
い
。
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
に
お
い
て
生
じ
た
交
通
事
故
に
も
と
づ

　
く
不
法
行
爲
上
の
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
あ
る
。
ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
法
を
通
し
て
は
、
妻
が
夫
の
邊
失
に
よ
り
損
害
を
蒙
つ
た
際
に
、
そ
の
賠
償
を
請
求
出
來
る
か

　
と
い
う
霜
に
つ
い
て
矛
盾
し
た
二
つ
の
剣
例
が
あ
る
以
上
、
遽
邦
裁
判
所
は
一
慮
蓮
邦
の
第
一
審
裁
判
所
の
見
解
に
從
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
を
と
つ
て

　
い
る
o

（
2
3
）
　
翼
乞
P
鶴
o
巨
b
罠
o
協
Q
冨
畠
讐
く
’
q
昌
諄
亀
卜
首
■
ぼ
o
（
お
鵠
）
oo
醤
虜
o
。
0
9

（
24
）
　
O
●
♂
噂
㈱
評
目
営
o
謎
図
o
く
ぼ
亀
Oo
9
紳
菖
霧
。

（
2
5
）
　
出
直
碕
げ
2
～
国
o
菖
曾
9
毘
．
（
一
〇
目
）
望
一
d
望
O
P
原
告
に
よ
つ
て
代
理
さ
れ
て
い
る
死
者
ヒ
ュ
ー
ズ
は
ウ
ィ
ス
旨
ソ
シ
ソ
の
市
民
で
あ
り
亨
同
人
が

　
イ
リ
ノ
イ
州
に
お
い
て
交
通
事
故
に
よ
つ
て
死
亡
し
て
い
る
。
事
件
は
ウ
ィ
ス
コ
ソ
シ
ソ
州
裁
剣
所
に
提
起
さ
れ
、
ウ
ィ
ス
コ
ソ
シ
ソ
州
法
に
よ
っ
て
訴
訟
原
因

　
な
し
と
し
て
訴
を
却
下
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
6
）
　
巧
o
房
ぐ
●
oo
甘
β
O
昌
駐
ト
び
髪
貯
O
Q
O
●
（
一
〇
㎝
o
o
）
oo
齢
q
m
㎝
に
・

（
2
7
）
　
ヒ
晶
ー
ズ
事
件
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
ア
・
ラ
イ
ソ
事
件
、
お
よ
ぴ
ウ
呂
ル
ズ
事
件
は
三
ヵ
年
の
間
に
見
ら
れ
る
一
蓮
の
事
件
で
あ
り
、
こ
の
問
に
合
衆
國

　
最
高
裁
剣
所
鋼
事
の
と
つ
た
立
場
の
憂
化
を
見
る
こ
と
は
興
味
が
あ
る
。

　
　
ヒ
ユ
ー
ズ
事
件
　
　
多
数
意
見
　
ブ
ラ
ッ
ク
、
ヴ
イ
ソ
γ
、
ダ
グ
ラ
ス
、
バ
ー
ト
ソ
、
ク
ラ
ー
ク
、
少
数
意
見
　
フ
ラ
ソ
ク
フ
ァ
』
タ
ト
、
リ
ー
ド
、
ジ
ャ
ク

　
　
　
ソ
ソ
、
ミ
ソ
ト
ソ

　
　
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
エ
ァ
・
ラ
イ
ソ
事
件
　
　
多
数
意
見
　
ブ
ラ
ッ
ク
、
ミ
ソ
ト
ン
、
ダ
グ
ラ
ス
、
バ
ー
ト
ソ
、
ク
ラ
ー
ク
、
補
足
意
見
　
ジ
ャ
ク
ソ
ソ
、
少
数

　
　
　
惣
彪
e
　
墾
ー
ド
、
少
数
意
見
⇔
　
フ
ラ
ソ
ク
フ
7
ー
タ
ー

　
　
ウ
エ
ル
ズ
事
件
　
　
多
数
意
見
　
ヴ
ィ
ン
ソ
ソ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
、
リ
ー
ド
、
ダ
グ
ラ
ス
、
バ
ー
ト
ソ
、
ク
ラ
ー
ク
、
少
数
憲
見
　
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ブ

　
　
　
ラ
ッ
ク
、
ミ
ソ
ト
ン

　
　
こ
れ
を
見
る
と
、
絡
始
多
数
意
見
に
加
つ
て
い
る
ダ
グ
ラ
ス
、
バ
ー
ト
ン
お
よ
び
ク
ラ
ー
ク
の
三
判
事
を
除
い
て
（
ち
な
み
に
、
こ
の
三
判
事
が
最
高
裁
剣
所

合
・
衆
國
蓬
邦
ハ
裁
剣
所
に
お
い
て
萢
用
す
べ
き
法

三
六
三

（
四
七
九
）



　
合
・
衆
國
遽
邦
裁
判
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
ぎ
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
四
　
　
　
（
四
八
0
）

剣
薬
に
任
命
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
九
三
九
年
、
一
九
四
匠
年
お
よ
び
一
九
四
九
年
で
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
當
時
は
任
命
の
順
序
か
ら
い
つ
て
新
顔
に
馬

す
る
）
他
の
判
事
の
見
解
は
か
な
り
動
い
て
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
三
到
事
を
除
い
て
、
ま
た
既
に
こ
の
頃
ま
で
に
職
を
退
い
た
判
事
を
除
外

し
て
、
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
に
つ
い
て
比
較
す
れ
ば
い
ず
れ
も
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
多
数
意
見
に
加
つ
て
い
る
と
い
え
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
く
あ
ま
り
比
較
の
憲

昧
を
な
さ
な
い
。
何
れ
に
し
ろ
こ
う
し
た
比
麟
は
、
最
高
裁
到
所
判
事
に
と
つ
て
も
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
読
示
が
容
易
な
も
の
で
な
か
つ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
o

四
　
州
裁
判
所
の
「
蓮
邦
法
」

　
こ
れ
ら
の
判
例
か
ら
引
き
出
さ
れ
て
來
る
一
つ
の
問
題
は
、
も
し
蓮
邦
法
と
い
う
も
の
が
州
法
と
は
別
に
存
在
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
た
、

蓮
邦
法
が
州
法
と
異
な
る
原
則
を
示
し
て
い
る
時
に
、
一
般
の
他
州
の
法
を
排
除
す
る
こ
と
が
詐
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
蓮
邦
法
を
排
除
す
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
か
と
い
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
合
衆
國
憲
法
の
「
最
高
法
規
條
項
」
す
な
わ
ち
蓮
邦
憲
法
・
條
約
・
法
律
の
州
法
に
封
す
る
優
越
性

を
認
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
、
こ
の
間
題
を
残
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
他
州
の
刑
事
法
、
或
は
、
州
の
政
策
に
反
す
る
法
な
ど

（
％
）は
、
た
と
え
「
充
分
な
信
頼
と
信
用
に
關
す
る
條
項
」
皆
目
融
雛
げ
鱒
昌
9
a
詳
包
鎧
器
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
適
用
し
な
い
で
い
る
こ

と
が
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
訴
訟
原
因
に
も
と
づ
く
事
件
で
、
蓮
邦
法
に
お
い
て
は
刑
事
法
的
な
色
彩
を
與
え
て
い
る
場
合
に
州
裁

到
所
の
と
る
ぺ
き
立
場
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
齢
）

　
一
九
四
六
年
の
テ
ス
タ
封
キ
ャ
ッ
ト
事
件
に
お
い
て
は
蓮
邦
法
は
州
に
と
つ
て
、
他
「
州
」
の
法
と
考
え
る
か
ど
う
か
、
と
い
つ
た
問
題
を
提

出
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
便
格
統
制
令
国
目
o
彊
曾
畠
り
匡
8
0
曾
書
包
卜
9
に
違
反
し
て
闇
取
引
を
行
つ
た
者
に
封
し
て
、
公
定
債
額

を
越
え
た
部
分
に
つ
い
て
、
三
倍
を
越
え
な
い
金
額
を
徴
取
す
る
と
い
う
規
定
の
解
繹
を
め
ぐ
る
事
件
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
違
反
行
爲
は
州
裁

到
所
も
併
合
管
轄
椹
を
持
つ
て
い
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
州
第
一
審
裁
到
所
は
三
倍
に
當
る
損
害
賠
償
を
認
め
、
州
控
訴
裁
到
所
は
輩
に
超
過

し
た
慣
額
に
つ
い
て
損
害
賠
償
金
を
認
め
て
い
る
が
、
州
最
高
裁
到
所
は
こ
の
法
律
の
性
格
は
刑
事
的
な
も
の
で
あ
り
、
他
「
州
」
の
刑
事
的
性



格
を
持
つ
た
法
を
適
用
し
な
い
か
ら
に
は
、
州
裁
到
所
で
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
理
由
で
破
棄
し
て
い
る
。
こ
れ
に
謝
し
て
合
衆

國
裁
鋼
所
は
「
最
高
法
規
條
項
」
を
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
蓮
邦
法
の
州
法
に
鍔
す
る
優
越
性
を
認
め
、
蓮
邦
の
政
策
の
州
の
政

策
に
勝
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
自
州
の
法
で
は
な
い
と
い
う
口
實
で
こ
の
適
用
の
排
除
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
充
五
翠
涯
ダ
イ
勇
ア
ク
5
・
カ
ζ
ソ
。
ヤ
ソ
グ
ス
タ
ウ
姦
蕃
薯
解
以
下
ダ
ィ
ス
葎
と
舞
が
見
ら
れ
る
・
こ
れ
は

蓮
邦
使
用
者
責
任
法
国
呂
霞
毘
固
目
覧
o
器
お
．
冒
暮
韓
な
ト
9
の
適
用
と
、
州
法
で
あ
る
不
法
行
爲
法
の
適
用
の
間
題
を
含
ん
で
い
る
。
合

衆
國
最
高
裁
到
所
に
お
い
て
四
人
の
少
藪
意
見
者
を
見
る
こ
と
が
出
來
る
が
、
法
の
選
揮
の
問
題
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
實
髄
法
と
手
績
法
の

匠
分
を
示
し
て
い
る
。
第
一
審
の
オ
ハ
イ
オ
州
裁
到
所
は
、
原
告
が
蓮
邦
法
の
下
に
請
求
し
、
陪
審
が
原
告
に
損
害
賠
償
額
を
う
る
こ
と
を
定
め

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ハ
ィ
オ
州
の
法
則
に
よ
つ
て
陪
審
の
評
決
を
破
棄
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
封
し
て
オ
ハ
イ
オ
州
控
訴
裁
到
所
は
蓮
邦
法

が
支
配
し
て
い
る
以
上
陪
審
の
評
決
を
破
棄
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
州
最
高
裁
到
所
に
お
い
て
一
名
の
少
数

意
見
者
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
オ
ハ
イ
オ
州
法
が
支
配
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
孚
霜
に
つ
い
て
オ
ハ
イ
オ
州
で
は
裁
到
官
が

到
断
を
下
す
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
合
衆
國
最
高
裁
到
所
の
多
数
は
オ
ハ
イ
オ
州
控
訴
裁
到
所
の
見
解
を
支
持
し
、
州
最
高
裁
劃

所
の
到
決
を
破
棄
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
或
る
雫
黙
に
つ
い
て
、
裁
剣
官
が
到
定
す
る
か
、
陪
審
が
剣
断
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
場
合

に
は
蓮
邦
法
に
定
め
る
椹
利
保
護
に
實
髄
的
に
關
蓮
し
て
い
る
以
上
は
オ
ハ
イ
オ
州
裁
釧
所
に
お
い
て
蓮
邦
法
を
適
用
す
べ
き
も
の
と
解
し
て
い

る
。
少
数
意
見
は
オ
ハ
イ
オ
州
裁
到
所
が
蓮
邦
法
を
正
當
に
適
用
し
て
い
な
い
の
で
な
い
か
と
い
う
理
由
で
、
到
決
の
破
棄
差
戻
と
い
う
到
断
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
瓢
）

は
一
致
し
て
い
る
が
、
異
な
つ
た
反
封
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た
事
件
を
他
の
州
法
上
の
過
失
の
事
件
と
匝
別
す
る
理
由
は

な
い
の
で
あ
つ
て
、
も
し
或
る
州
が
陪
審
を
持
た
な
い
と
い
う
手
績
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、
蓮
邦
法
を
強
制
し
て
陪
審
員
を
集
め
る
と

い
う
こ
と
は
不
可
能
で
な
い
か
、
事
件
が
州
裁
到
所
に
係
属
し
た
以
上
州
の
裁
到
所
の
手
綾
に
從
う
こ
と
は
當
然
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
五
　
　
　
（
四
八
一
）



　
　
　
合
衆
國
癌
邦
裁
劃
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
六
　
　
　
（
四
八
二
）

　
そ
れ
以
後
に
お
い
て
、
こ
の
使
用
者
責
任
法
上
の
責
任
と
、
州
不
法
行
爲
法
上
の
責
任
と
か
ら
ま
つ
た
事
件
は
か
な
り
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
の
事
件
の
多
激
意
見
に
示
さ
れ
た
見
解
に
滑
つ
て
到
断
は
さ
れ
て
來
て
は
い
る
が
、
現
實
の
問
題
と
し
て
こ
の
少
数
意
見
に
述
べ
ら
れ
た
見
解

を
考
え
て
み
る
必
要
は
あ
る
よ
5
で
あ
る
。
た
し
か
に
或
る
手
績
が
實
燈
的
な
穫
利
保
障
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
を
濁
立
し
た
手
績

で
あ
る
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
出
來
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
か
ら
と
い
つ
て
そ
の
州
に
な
い
手
績
に
も
と
づ
き
審
理
し

裁
到
す
る
こ
と
は
張
制
出
來
な
い
場
合
も
生
じ
て
來
る
。
そ
れ
は
軍
に
州
の
政
策
に
籍
口
し
て
他
「
州
」
の
法
の
適
用
を
避
け
る
と
い
う
よ
薮

不
町
能
な
こ
と
を
彊
要
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
少
救
意
見
に
示
さ
れ
た
陪
審
を
探
用
し
て
い
な
い
州
に
お
い
て
も
、
「
蓮
邦
に
關
す
る
間
題
」

の
事
件
が
州
裁
到
所
に
係
屍
す
る
こ
と
を
豫
想
し
て
、
蓮
邦
の
た
め
に
陪
審
員
の
名
簿
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　
（
朗
）
　
他
州
の
制
定
法
に
つ
い
て
の
「
充
分
な
儒
用
と
信
頼
」
の
意
味
は
他
州
の
剣
決
の
既
判
力
に
封
す
る
「
信
用
と
信
頼
」
と
は
異
な
つ
て
い
る
。
旨
督
9
置

　
　
始
φ
訂
9
0
昌
目
Q
9
～
国
β
詳
（
一
雲
o
o
）
⑳
8
q
頓
＆
9
刑
事
法
に
つ
い
て
は
例
え
ば
、
寓
⇔
Q
鑓
群
く
”
弓
o
窪
昌
（
閑
ト
お
鰹
）
一
8
露
α
お
9
州
の
政
策
の
問

　
　
題
と
し
て
は
、
烈
5
鄙
O
国
日
箪
O
『
O
器
ぎ
O
●
く
．
H
μ
“
召
畳
包
卜
魯
．
Ω
9
B
賢
酬
（
一
器
O
）
o
。
8
胡
お
G
。
。
な
ど
、
州
に
明
白
な
政
策
が
認
め
ら
れ
な
い
時
は

　
　
他
州
の
法
が
遙
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
噛
昌
β
国
霞
§
犀
国
5
●
ピ
義
O
富
．
O
O
．
〈
・
属
9
0
弓2
（
一
鵠
①
）
譜
O
q
の
嵩
o
o
●

　
（
2
9
）
　
日
σ
器
く
’
国
笹
零
（
お
3
）
G
o
o
o
O
畠
o
o
o
o
①
。

　
（
30
）
　
ご
ぽ
O
く
●
露
讐
百
り
Q
程
酔
0
β
俸
閃
O
餐
Q
笥
β
鶉
。
Ω
9
（
お
日
）
oo
鵠
q
凹
oo
㎝
O
。

　
（
31
）
　
ち
な
み
に
、
少
数
意
見
に
加
つ
て
い
る
判
事
ば
、
フ
ラ
ソ
ク
フ
ァ
ー
タ
ー
、
り
ー
ド
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
お
よ
び
バ
ー
ト
ソ
で
あ
る
。
後
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー

　
　
タ
ー
の
同
種
の
事
件
か
ら
察
す
る
と
、
彼
は
最
高
裁
判
所
に
州
で
解
決
す
べ
ぎ
事
件
ま
で
持
ち
込
む
こ
と
を
憂
慮
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
少
数
意
見
は
「
判

　
　
決
」
冒
凝
¢
轡
臼
訴
に
は
同
意
す
る
が
、
意
見
に
は
反
封
で
あ
る
量
旨
甘
0
弓
暑
巨
O
β
と
い
う
表
現
を
し
て
い
る
。

結

言

　
上
記
の
諸
剣
例
は
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
以
後
の
蓮
邦
裁
到
所
の
州
法
の
適
用
の
問
題
と
關
蓮
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
も
と
よ
り
数
多
く
あ
る
釧
例
の
中
の
一
部
で
あ
る
。
或
は
主
要
松
到
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
こ
こ
か
ら
刷
つ
の
傾
向
を
推
測



す
る
こ
と
は
い
さ
さ
か
大
謄
な
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
諸
到
例
お
よ
び
そ
の
他
の
到
例
か
ら
や
は
り
な
ん
ら
か

の
形
の
蓮
邦
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
、
或
は
國
家
的
な
形
の
コ
モ
ン
・
・
ー
嵩
註
9
包
8
目
目
窪
置
ゑ
の
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
し
さ
る
わ
け
に

は
行
か
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
到
例
に
は
必
ず
と
い
つ
て
い
い
ほ
ど
少
藪
意
見
が
見
ら
れ
、
從
つ
て
或
る
到
例
な
り
原
則
な
り
が
先
例
で
あ
り
、
到

例
法
で
あ
る
と
し
て
し
ま
う
の
は
早
計
で
あ
る
に
し
て
も
、
傾
向
を
推
測
し
て
み
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
す
な
わ
ち
、
タ
ム
キ
ン
ズ
事
件
そ
の
も
の
が
必
ず
し
も
精
密
な
理
論
構
成
の
上
に
樹
つ
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
し
か
も
一
九
三
八
年
の
蓮
邦

　
　
　
　
翁
》

民
事
訴
訟
規
則
の
制
定
に
よ
つ
て
、
從
來
は
い
わ
ば
地
方
に
あ
る
蓮
邦
裁
到
所
が
州
の
手
績
法
に
從
つ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
蓮
邦
の
手
績
法
に
從

う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
し
か
も
州
法
の
外
に
あ
る
蓮
邦
實
饅
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
弱
瓢
が
明
ら
か
に
な
つ
て
來
て
い
る
以
上
、
一
つ
の
墜
化

を
葉
さ
れ
を
廉
い
皇
ξ
な
い
・
し
か
し
な
哲
～
ム
キ
ソ
ズ
事
件
そ
の
も
の
容
衆
異
到
艶
第
三
…
條
の
「
州
喪
籍

を
異
に
す
る
」
と
い
う
理
由
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
第
一
三
三
一
條
の
「
蓮
邦
に
關
す
る
間
題
」
を
理
由
と
す
る
管
轄
穫
に
つ
い
て
は
解
決

を
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
條
文
の
解
縄
を
め
ぐ
つ
て
實
際
に
は
連
邦
法
の
適
用
が
か
な
り
擾
大
さ
れ
、
特
に
國
家
的
な
必
要
に
も
と
づ

い
て
蓮
邦
制
定
法
の
占
め
る
分
野
が
現
實
に
援
張
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
州
市
民
籍
を
テ
ス
ト
す
る
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
法
則
を
避
け
て
通
る
こ

と
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
の
法
則
に
從
つ
た
と
考
え
ら
れ
る
ク
ラ
ク
ソ
ソ
事
件
が
州
際
私
法
の
原
則
を
蓮
邦
裁
到
所
に
持
ち

込
み
、
蓮
邦
裁
到
所
に
も
性
質
決
定
の
問
題
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
こ
と
か
ら
、
か
え
つ
て
ダ
イ
ス
事
件
を
通
し
て
う
か
が
わ
れ
る
よ
う

な
蓮
邦
法
の
損
張
と
い
つ
た
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
て
い
る
。

　
タ
ム
キ
ソ
ズ
事
件
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
將
來
の
稜
展
が
豫
測
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
タ
ム
キ
ソ
ズ
事

件
で
「
蓮
邦
の
一
般
的
な
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
は
存
在
し
な
い
。
合
衆
國
議
會
は
そ
の
性
格
が
地
域
的
な
も
の
に
せ
よ
、
コ
般
的
』
な
も
の
に
せ
よ
、

州
に
適
用
さ
る
べ
き
コ
モ
ソ
・
ロ
ー
の
實
饅
的
法
規
を
明
ら
か
に
す
る
櫨
限
は
な
く
、
合
衆
國
憲
法
の
ど
の
條
文
も
蓮
邦
裁
到
所
に
そ
う
し
た
櫨

限
を
與
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
」
と
い
つ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
ば
、
ク
リ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
事
件
、
フ
ラ
ソ
シ
ス
事
件
、
そ
し
て
ダ
イ
ス

　
　
　
　
合
衆
國
蓮
邦
裁
剣
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
七
　
　
　
（
四
八
三
）



　
　
　
　
合
衆
國
遽
邦
裁
鋼
所
に
お
い
て
適
用
す
ぺ
ぎ
決
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
八
　
　
　
（
四
八
四
）

事
件
に
つ
な
が
つ
て
い
る
第
コ
毒
二
條
を
根
擦
と
す
る
連
邦
に
闘
す
る
間
題
の
撞
大
が
、
實
質
的
に
州
に
厨
す
る
コ
モ
ン
・
β
ー
の
外
に
あ

る
、
も
う
一
つ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
褒
展
の
口
實
を
與
え
て
い
る
。
時
の
要
求
は
法
の
解
繹
を
攣
え
、
到
例
の
読
明
を
攣
え
て
行
く
こ
と
を
籐
儀

な
く
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
認
）
　
国
9
0
挙
一
碧
巨
窪
9
0
ぞ
昌
国
8
亀
亀
①
胎
窪
昏
O
q
昌
詳
9
尊O
欝
幹
霧
ご
冨
霞
一
9
Q
8
昌
審
（
お
器
）
以
後
何
同
か
修
蕉
さ
れ
て
い
る
。

　
（
認
）
　
匂
‘
島
O
宣
一
〇
Q
傷
9
鱒
o
o
q
凹
O
第
一
三
三
＝
傑
お
よ
び
第
二
二
三
二
條
に
つ
い
て
は
一
九
五
八
年
に
修
圧
さ
れ
て
い
る
。
特
に
訴
訟
金
額
の
楚
更
、
お
よ

　
　
ぴ
》
法
人
の
管
轄
に
必
要
な
佳
所
・
市
民
籍
の
決
定
に
つ
い
て
重
要
で
あ
る
。


